





Does motivation improve when benefits to世iends町eexpected? 
Investigation with a bypothetical si加ation
M田町uTokuoka， Miyuki Sato， and Aiko Morita 
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M SD アルバイト代 条件 ×条件
バイト代あり ベースライン 38.96 36.97 25.88 ••• 20.38 .・ 0.71 
友人伝達 52.29 41.17 
友人非伝達 47.50 40.13 
パイト代なしベースライン 11.89 18.94 
友人伝達 24.72 20.15 





は統計ソフト Rの ANOVA君 (v，悶ion4.72)を用いた。球面性の仮定が満たされなかったため，
Huynh・Feldtの Eによる自由度の調整をした。その結果，条件の主効果 (F(1.66， 166.29) = 20.38， P 











その結果，全員において，ベースライン条件と拒否不安 (r= .24， P < .05)，ベースライン条件と
親和傾向との聞に低い正の相聞がみられた (r=.24，p< .05; r= .20，p< .05)。また，ベースライン条件
と自己志向的動機，友人非伝達条件と自己志向的動機との聞に低い負の相闘がみられた (r=-.20，p 
< .05; r=・.23，p< .05)。バイト代あり群においては，ベースライン条件と拒否不安との聞に低い正の















パイト代バイト代 全員 バイト代バイト代 全員
あり群 なし群 あり群 なし群
.30・ .ー17 .19 t .18 .01 .16 t 
.20 .22 .1 .14 .04 .16 
.ー05 .ー07 .ー01 .ー03 .02 .ー06
.24 t .10 .17 t .20 .1 .1 









否定的認知 -.01 -.02 -.02 ・.02 ・.04 -.07 -.03 -.03 ・.08
自己志向的動機 ・.20事 -.23 -.10 ・.18t -.19 -.08 ・.23・ -.24 t -.17 
注.ベースライン条件と友人非伝達条件(全員:n = 106，バイト代あり群:n =51，パイ下代なL群 :n= 55)，友人伝達条件
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